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　アンケートの設計に関する作業は、2016 年 6 月頃よりスタートした。
　第一段階は、海外の類似調査の研究である。イギリスの政府機関
（Department for Business, Innovation & Skills）が、動物実験に対する一般市民
の意識について毎年アンケートを実施しているという情報を得て、そのアン
ケート内容と結果報告書について、プロジェクトメンバーで翻訳を行った。


















年 3 月から 5 月にかけて筆者が 3 つの調査会社と交渉し、結果として株式会
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2017 年 6 月 17 日及び 18 日に長野県軽井沢町で研修合宿を行い、約 3 時間
かけて各設問の単純集計を確認して意見交換を行った。そこで提示された疑
問や仮説を検証すべく、2017 年 8 月から 9 月にかけて、研究分担者である
筆者がクロス集計や平均の比較、因子分析等の統計解析を行った。その結果
を基軸に、第二回目の会議として、9 月 23 日に一橋大学にてプロジェクト
メンバーで結果を共有し、そこから得られるインプリケーションについて意
見交換を行った。
　さらに、2017 年 10 月 13 日の日本実験動物技術者協会のシンポジウムに





































































































































































































ルの登録モニター約 200 万人のうちの 3096 人である。15 歳以上の男女を 10
歳ごとに区切り、表 1-1 のように年代と性別に応じて求める回答者を 12 セ






























ができない。その結果、20 代、30 代、40 代、50 代の男女の回答者の収入は、
日本人の年代・性別ごとの個人年収の平均に比べて 1 割程度の齟齬がある可
能性があるが、結果が大きく偏るほどの相違ではないと考える。
　なお、10 代の回答者の個人年収の平均を出したところ、約 700 万円になっ
た。これは両親の収入などを誤記入して登録していると考えられる（個人年






































































































































































































































































































































































































































































































４～５割の人が何となく聞いたことがあり、そして 4 ～ 5 割の人がこれまで
考えたこともなかった状況にあると言えよう。













































































































































を回答しているが、逆に、6 ～ 7 割の回答者は、必要であるか否か、一定の
賛否を意識して回答している。
　まず、必要性の認識が高い項目としては、2. 人間用の医薬品・医療技術の


























































































































































































































































































































































　第 2 因子は、寄与率は大きく落ちるが、1. 食品の効用確認、6. 化粧品の安



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　まず、第 1 因子は、5. 研究者の自己満足や好奇心・競争心、6. 苦痛を与え
て残酷、7. 実験動物が可哀想、8. 不必要な実験もある、9. 人間に外挿できな
いこともあるという項目で構成されている。これは、全体的に動物実験をネ
ガティブな目線で見るかどうかで回答が分かれることを示している。




























































































































































































































































































































































































































的意識、8. 倫理観の向上、9. 知識向上や研修訓練、10. 労働者の安全性確保、













































































　まず、序列主義的な価値観を持つ場合、設問 3 の第 1 因子である動物の基
本的な利用を許容しつつも、第 2 因子である動物を行事に利用することや第
3 因子であるペットビジネスを認めているとは限らない。そして、設問 5 の
第 1 の因子である動物実験が医療や製薬の分野で必要なことを認め、設問 7
の第 2 因子である動物実験は各分野で貢献しているというイメージに傾く。
























































追記；本研究は、JSPS 科研費 JP16K07080 の助成を受けたものであり、同科
研費研究班（約 20 名）の協力の下で実施された。
（うちこし・あやこ＝本学教授）
